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故中村要氏の遺稿より

　先夜山本先生を中心としての東京支部の懇話會の席上で中村先生の色々の事を聞き

ました・それで，もう原稿〆切を絡へただろうと思ひますが，之はLens　W作に托する非

常に有配な物であらうと思ひますのでお途り致します・之は私がこんな意味のお尋ね

をした其の御返事なのです・

　1・King：AManual　of　Celestial　Photographア中の爲眞に　guiding　telescopeの無い

　　のがあるがあれは絹紡仕掛でやるのだろうと思ひますが，どうゆう風に成って居る

　　のですか．

　2・11cm・Cooke　Lensの成績が非常に頁好の様ですが計算はどんな式でやられまし

　　たか？　我々が會杜で使用する様な面倒な式を使って潮差を直されますか？22Cm

　の硝子は未だですか・

未だ色々の事に付いて書きたい事があbますが何分〆切後なのですから何も書けませ

ん・只同封の中村先生から依頼されたLensの計算は何分書は會肚で仕事をし，夜は夜

で夜學へ逓って居る私ですから仲々はかどらす，前玉だげやっと幽來て其の儘になって

居る中に申村先生の方ではLensの完成をされました・（下略）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原田鍵太郎

　　　　編　輯部　御　中

　　　　　　　　　　　　　　　　　［i］

　拝啓：御正月には御出會出職なくて残念でした．ノ・1ヴア1トのカメラは

すべて振子時計で一秒毎に電流を逡って二二をやります．但し振子時間が重

りのみで自由に歩みをかへる事が出遅る様になり，大事なウオ1ムギア1等

はBrown＆Sharpの特製品です。　guiding　telescopeは無しでもよVOのです．

大分大仕掛けな物です．22センチの硝子は未だ來なV・さうです．改磯氏の136

ミリのがやっと昨日來ました．136ミリのカ1ヴを其の三三ひます．殆んど同

じ硝子の檬です。研磨器は30吋のがあるから大丈夫です．11cm　tripletは非常

な好成績に使へますので成績上ツアイステツサ1に負けなvo位です．13。×18。

隅まで使へます．これは丁寧に計算したのであり，．ティラ1氏が有名なフラ

ンクリンアダムス氏の十吋玉を始めて設計した時の理論が王立天文學會の

にありましたので同じ様な硝子を求め同じ数字を使ひ別にクツクポ1トレ1

トレンズの設計其他を一度分解してrの比例等を求め孚分あてすつぼに作つ
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て見たら割合によく出來たのです．Tripletの理論が大回了解出來れば似た様

な物が出來る檬です．レンズの厚さ等は入れてなく，專門家が見えたら吃驚

する様な簡輩な物です．あとのアヂヤズトメントには二日位，敷十枚の爲眞

を取って直しました．レンズの計算は扱って居る野州が敏何學的な正確さを

持つた物ですが三際の像はOpticalの物で深v・ぬけ道があります・例へば籐

り像が鋭過ぎて困る揚合もあるのです．小生の計算は我流の物で通常，球面

牧差の事は少い型を選ぶけだで考へません．手で取った方が遙かに簡輩實際

的な物です．

　クック十吋玉もやはり球面牧差は手で取るのださうです．内地で光學硝子

を扱ふ店は横濱にあるさうです．パラマントア，小生は一切・圖ソンスから

Astro－telescope　qualityの物を求めます．レンズの面倒な理論は存じません・

齪暴な様ですが此でよv・のです．別紙に今度の136ミリの物のConstantを入れ

てkきまずから若し御暇でしたら計算してみて下さい．型は旧式のペツブル

玉です・小生の手許には数個の物がありますから此れのrを計り，一度設計を

分解して新しV・　Constantを入れてやります．　BestでなV・かも知れませんが此

に近v・物が出來ます．（小生は経験上どのレンズをどう闇隔をかへると像が直

るか知って居りますから良V・檬に直します）

　御面倒でせうがペツV’ル玉の基本設計の書いてある書物をどなたかに聞い

て知らせて下さV・ませんでせうか，カタログは鹸分がありませんので今一寸

手離せませんので悪しからず，大量生産には嚴重な計算がいりますが一つづ

つには作る人の判断が誤らねば大回でよV・のです．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　村

　　原田滲太郎様

　　　　　　　　H．　C．　light　fiint
　　　　　　　N．d　＝　1．51684　1．57123

　　　　　　　C－F　一〇．00855　O，01374

　　　　　　　v　60．4　41．6
色清はF・hユineに，　Minimum　focusは91ineに，　r2；　r3　constant

要

前玉はperfectにspherical　aherrationを除く，後玉でfieldをcorrectする．

Fieldは大膣sphereの面である，　Lightにi濃しconcave．
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　　　　　　　　　　　　　　　　〔2〕

　拝啓

　御手紙有難う御座いました．私の鏡磨きの方法は大分異ぴます．極く少量

の金剛砂で仕上げ磨きまでの手段は同じです．然し球面を保つ爲に可成の注

意がいります．通常多量の金剛砂を使ふと双曲線になり易v・物です．それか

ら後の方法は：E．M・1924年9月19日號の134頁〔56〕

　　“Speculum（A）AWoolsey：Blaeklock”（至重。年の反射鏡のれソリテイ）

の方法で磨きます．つまりピッチは使用せすに紙で磨きます．方法，印ち自

分でやって見た物，中劇用紙位の一面紙に鏡の直径だけの圓を書き，：次に硝

子の厚さだけ縁を取って切り込みます．そして水に濡らして裏面に淡くのり

をぬり，盤面にはり付け，乾いた紙でおさえて，すっかりのりを押し出して

密着させ，切り込んだ所を盤硝子の側にはり，糸でしばり付けます．すぐに漁

った良いベニガラ（どろどろ）を筆で一面にぬって，そのま玉乾かせます．乾い

たなれば鏡を横からおして，高くなって居るベニガラを除去し二，三分もすれ

ばベニガラ面は完全に滑面になって，どんどん磨けて行きます．自分の経験

では約五時聞かしります．下の紙面は鏡面か，球面であれば決してやぶれる

物でありませんが，ベニガラが少なくなって紙の目が出て來ると乾いたベニ

ガラを指ですりつけておきますと一面に一様に磨けます．運動量は直径の三
　　　　　　　　　
分の一より絶封にのばしてはいけません・直ちに双曲線になります・麦位
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のつもりで充分です．五四下で影が見えたら相隣深い双曲線と思はねばなり

まぜん．双曲線を直すには次の方法が良V・檬です．（E．M．の通り）

　差口ち鏡の中心から5mm．離れた所を中心に直径の舌だけの圓を書き，内輪を

六つに分け交代に三つ，中輪はその儘，外輪は善だけ切ります．ナイフで今

迄の紙面を切取ってもよく，叉盤面を作り直して方法通りの紙を裏面にはつ

て二重にしても良V・檬です・裏面の紙の残った所だけすれます。此れです

ると，中輪の部分のすれる面積が多V・爲めに漸次に球に近づきます．但し三

十分で球心の中央と端の焦瓢差が1mm．しか直って行きません．それでも拗

物線に近づけば重要な量ですから試験する迄に三十分は待たねばなりません。

盤面から取った時と水で冷した時で中央と端の差は球面にユmm．に登ります．

馬鹿にならぬ物です．伊野は偏球なら中学の書を切り取ります．鯨程試験に

熟練しないと頼りない物でせう．切り込む所の中心を鏡の中心と一致させる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こつ
と鏡面に輪が出來ます．標準的な方法は此れですが，言ふに言はれぬ骨があ

ります．

　何故に双曲線の時にはあの様な切り取り方をするのか，理由は分りません

から標準的な方法でも此を獲塾するには四脚の苦心を要しませう，ピッチで

磨いたよりも，鏡面は幾分悪くなる様ですが手段は簡軍だし，手はずこしも，

よごれません．近々二吋の骨面を作り始めます．

　E1工isionのAmateurs　telescopeほど良V・物は無いでせう．殊にFiguringの

所だけは何庭を探してもない貴重な物です．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　村　　　要

　　　　　　　　　　　　　　　　［3］

　見事な篇眞有難う御座V・ました．焦黙20cm．までの物なら手でやれます．

（ウオ1ム・ギャ1で）時計付でも普通なら40cm．以上の物は困難です．一米

になれば里門家でもむつかしい物です．163cm．　F3鏡は最小像の事削がO．01

mm．位のが澤山あり，とても像が鏡過ぎて困り・ます．焦黙距離4米のクック

12吋でも小生にはマン丸V・像をこさえる事は出挿ません位です．若し反射鏡

を使ふなら寧ろ多少アベレ1シオンのある反射鏡がよV・ので，Fも4，0位がよ



天界161 419，

うしいです．F8には少々手こすって居ります．　F8なれば一寸長過ぎますが，

平面は40mm．位がよいでせう．能率は一寸簡軍に申し兼ねます．レンズより

も遙かに反射鏡の方が像が鏡V・物です．25mm．位のアイピ1スで見て眞圓の

像でなければなりません．一般にテツサ1は喧々良いレンズです．

　16センチF3は作りはしますが大分むつかしv・物で，50圓許りかNります．

寧ろ此より人像玉の8センチ位の物を御求の方がよいでせう・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　村　　要

七夕の夫婦星が會合した話

倉敷天文墓　　荒　　木　　健　　児

　京都帝國大声文學會編L評語・國文「とv・ふ難誌の新年號（第三巻第一號）に，

市川寛氏のL道長をめぐる人々■といふ一論：文がある．その中に次のやうな文

字を離見した一

　　　長和四年七夕の夜には，例の夫婦星が會合したのを次男の教通が槌か

　　に目撃したと云ひ出した．最早五十歳に達した分別盛りの道長ではある

　　が，これを信じて仰々しく日記に書きとどめた後にL件事昔人人見之云々，

　　近代未聞事也・感懐不少「と一方ならぬ感慨を織してみるのである．……

　實に面白いことであるから，一月の岡山支部の天界研究會の席で獲表する

と，水野先生はしそれは流星であらデといはれた・流星とすれば，牽牛星の

方から織女星の方へとんだか，叉はその反封に織女星の方から牽牛星の方へ

とんだものであらうし，光度もかなり大きいものであったらしv・．

　そこで私は，その頃の七夕を八月の上旬或は中旬として，天文年鑑の流星

輻射辞表を通覧したが，デニング氏の赤経280。赤緯＋44。のものとも考へられ

るし，或は赤経2goo赤緯＋53。のものと考へられないこともなv・．しかし，　v・

つれにしてもナンセンスで，小皆流星課長の御骨折りになる過去の記録を一

々調査する勇氣？はない・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1933年工月30日）


